
令和２年公共事業評価対象事業の審議結果及び委員会意見（第３回委員会分） 2020/12/14

前回 今回
前回差
前回比

事業
採択
年度

完了
予定
年度

現
状
及
び
見

通
し

期
待
さ
れ
る

効
果

社
会
情
勢
の

変
化

評
価
指
標
の

状
況

費
用
対

効
果

コ
ス
ト
縮
減

方針（案） 理　　由 審議結果 委員会の意見

110
郡山合同
庁舎整備
事業

郡山合同
庁舎（郡
山市）

延床面積
約１０，５０
０㎡

敷地面積
約３０，００
０㎡

前回評価
から５年経
過

11,209 11,000
-209

（-1.9%）
139

H13
(2001)

R6
(2024)

A A A A A A 事業継続

　現庁舎は、老朽
化、狭あい化（手
狭）が進み、利便性
や安全・安心の確
保という観点から多
くの課題を抱える状
況となり、県民サー
ビスに支障を来して
いるとともに、防災
拠点としても脆弱な
状況にある。加え
て、新たな社会環
境の変化も踏まえ、
事業を継続する必
要がある。

　本事業の対象建築物
である郡山合同庁舎は、
県中地域における県の
基幹拠点の役割を担う
施設である。
　本事業は、現庁舎の老
朽化等により課題となっ
ている県民サービスの向
上、防災拠点機能の強
化等を図るため移転新
築するものであり、速や
かな整備が求められるこ
とから、現計画のとおり事
業を進めることは妥当と
判断した。

〔対応方針〕
　事業継続

〔付帯意見〕
 本事業の財源は県民負
担によるものであり、コス
ト縮減のため、あらゆる手
段を検討し、不断の努力
をお願いする。また、
SDGsの実践を担う県の
拠点施設として，再生可
能エネルギーの積極的
な活用に努めるとともに，
新しい生活様式の定着
など社会環境の変化も
的確に捉え，早期の事
業完了に努められたい。

111
復興祈念
公園整備
事業

復興祈念
公園（双
葉町・浪
江町）

公園新設
A≒
48.4ha

計画変更
30％以上
増

4,400 8,580
+4,180

（+95.0%
）

1,503
H30

(2018)
R7

(2025)
B A A A A A 見直し継続

　計画変更により事
業費が増加するも
のの、東日本大震
災による犠牲者へ
の追悼と鎮魂、震
災の記憶と教訓の
後世への伝承、国
内外に向けた復興
に対する強い意志
の発信のため、極
めて必要性が高い
重要な事業である
ため、継続して事業
を進める必要があ
る。

　本事業で整備する復
興祈念公園は、東日本
大震災による犠牲者へ
の追悼・鎮魂、震災の記
憶と教訓の後世への伝
承、国内外に向けた復
興に対する強い意志の
発信を整備目的としてい
る。
　本事業は、県の東日本
大震災・原子力災害伝
承館と国が公園内に設
置する国営追悼・祈念
施設との回遊性という観
点でも、整備目的の発現
が期待されることから、
現計画のとおり事業を進
めることは妥当と判断し
た。

〔対応方針〕
　見直し継続

〔付帯意見〕
本事業の財源の多くは
国民負担によるものであ
り、コスト縮減のため、あ
らゆる手段を検討すると
ともに、県内外へ事業の
目的と意義を伝え、関連
施設と合わせて広く認知
が形成されるよう不断の
努力をお願いする。
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